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トに
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議
会
ナ
ビ
　「
産業

建設
常任委

員会が現地視察、（仮称）花
咲
山
へ
」

ク
イ
ズ
de
ぎ
か
い
「
議
場入

り口
に投
票箱？　何に使うのでしょう？」

こ
た
え
は
裏
表
紙

　
　
　
　
ま
ち
風
景ナ

ビ「
 にぎ
わってます！  横瀬町里山マル

シ
ェ
」ま

ち
風
景
風
景
風
ナビ

「に
ぎわぎわぎ ってます！ 横瀬横瀬横 町里山マル

シ
ェ
」

夏号（５月臨時会・６月定例会）

P.2 P.5

一般質問は
８名の議員が登壇

P.3～

５月臨時会・６月定例会
議員はココを聞きました！

正副議長、　決まる
議会構成も再編

P.5～

え
が
お
ナ
ビ
「
視
線の

先は
…燃え

ろ キャンプファイア！（横
中
林
間
学
校
）」

議
会
議
会
議
ナ
ビ
「産

業建業建業
設常
任委員委員委 会が会が会 現地現地現 視地視地 察視察視 、察、察（仮（仮（ 称）称）称 花
咲
山
へ
」
へ
」
へ

横瀬町議会ホームページもあわせてご覧ください 横瀬町議会 検索
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議
議長  副議長をはじめ
会構成が変わりました

 

常
任
委
員
会
の
う
ご
き

委
員
会
で
は
議
会
が
調
査
・
審
査
す
る
事
項

に
よ
っ
て
担
当
を
分
け
、
調
査・審
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会（
６
月
２
日
）

①
所
管
事
務
調
査

　

第
２
次
横
瀬
町
地
域
福
祉
計
画
、

　

横
瀬
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
つ
い
て

②
教
育
委
員
会
報
告

③
そ
の
他

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
６
月
２
日
）

①
町
道
３
１
７
５
号
線
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

※
委
員
会
終
了
後
、（
仮
称
）花
咲
山
の
見
晴
台

　
　

な
ど
の
設
置
状
況
を
視
察
（
４
ペー
ジへ
）

 

秩
父
広
域
市
町
村
圏
　

　
　

組
合
議
会
か
ら
の
報
告

臨
時
会

（
５
月
30
日
・
秩
父
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
あ
り
、
議
長
に
秩

父
市 

小
櫃
議
員
、
副
議
長
に
長
瀞
町 

大
島
議

員
、
監
査
委
員
に
皆
野
町 

四
方
田
議
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

知
っ
て
ほ
し
い
！

知
ら
せ
た
い
！

議
会
活
動
あ
れ
こ
れ

議 長　小 泉 初 男
　5月18日の臨時会
におきまして、議員各
位の推挙により、名誉
ある議長の要職に再選
し、責務の重大さを再

認識しております。議長として、公正・公
平な議会運営に努め、議員各位と鋭意努
力し、町政発展のために尽力いたす所存で
あります。
　町民の皆さまには、今後とも、町議会へ
のご理解・ご支援をお願い申し上げまして
就任の挨拶といたします。

副議長　大 野 伸 恵
　５月の臨時議会にお
いて、指名推薦により、
副議長を拝命いたしま
した。開かれた議会、
身近な議会を模索して
活動してまいりました。今後も議長のもと
議会チームとして、横瀬町の各種課題に、
真摯に取り組んでまいります。
　よりよい横瀬町を目指し、皆さまととも
に歩みたいと考えています。ご指導・ご協
力をよろしくお願い申し上げます。

総務文教厚生常任委員会
委 員 長  浅見裕彦
副委員長 宮原みさ子
委 　 員  若林清平・小泉初男
　　　　 若林想一郎・向井芳文

産業建設常任委員会
委 員 長  阿左美健司
副委員長　 黒澤克久
委 　 員  関根　修・大野伸恵
　　　　 内藤純夫・新井鼓次郎

議会運営委員会
委 員 長  内藤純夫
副委員長 宮原みさ子
委 　 員  若林清平・関根　修
　　　　 新井鼓次郎・浅見裕彦

秩父広域市町村圏組合議会議員
若林想一郎・新井鼓次郎
議会選出監査委員
若林清平

議会構成
ナビ

＊議会だより編集委員会の構成は裏表紙をご覧ください



議会はココに注目！
６月定例会

[ 6/13・14 ]
５月臨時会

[ 5/18]
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６
月
定
例
会
で
の
主
な
質
疑

 

（有） 
果
樹
公
園
あ
し
が

く
ぼ
の
経
営
状
況
の

報
告
に
つ
い
て

 

販
売
経
費
増
大
の
理
由

は
。 

冷
蔵
庫
、
自
動
ド
ア
増

設
、イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
用
備
品
、
人
件
費
増

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

利
用
者
数
の
数
え
方
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

ポ
ス
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

レ
ジ
を
通
過
し
た
人
の
人
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

従
業
員
の
給
料
の
定
め

は
あ
る
か
。
そ
し
て
、
適
正

か
ど
う
か
、
福
利
厚
生
は
ど

う
か
。

 

給
料
は
低
め
、
福
利
厚
生

も
弱
い
た
め
、
こ
れ
か
ら
見
直

し
を
図
っ
て
い
き
、
働
き
や
す

い
職
場
を
目
指
し
ま
す
。

 

職
員
へ
の
幹
部
職
員
の

態
度
は
、
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
か
。

 

認
識
で
き
て
な
い
の
で
個

別
に
対
処
し
、
風
通
し
の
よ
い

職
場
に
努
め
た
い
。

 

道
の
駅
あ
し
が
く
ぼ
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
に
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。
ま

た
、
紅
茶
の
原
材
料
を
安
定

的
に
購
入
で
き
な
い
か
。

 

加
工
品
は
紅
茶
ク
ッ
キ
ー
、

た
ら
し
焼
き
、
お
や
き
、
紅

茶
ソ
フ
ト
、
ゆ
ず
ジ
ャ
ム
が
あ

り
ま
す
。
紅
茶
は
原
材
料
と

し
て
年
間
20
キ
ロ
を
購
入
し

て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
の
報
告
に
つ
い
て

 

社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
町
道
整
備
事
業
の
繰
越

額
の
内
訳
は
。

 

工
事
請
負
費
、
用
地
購
入

費
、
物
件
補
償
費
で
す
。

５
月
臨
時
会
で
の
主
な
質
疑

専
決
処
分

町
税
条
例
の
一
部
改
正

 

我
が
町
特
例
の
項
で
横
瀬
町

と
し
て
の
考
え
方
は
。

 

他
の
市
町
村
に
お
い
て
通
常

参
酌
す
る
率
を
参
考
に
し
て
決
め

て
い
ま
す
。

専
決
処
分

町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

 

今
回
の
改
正
に
よ
り
５
割
減
、

２
割
減
と
な
る
世
帯
数
と
人
数
、

影
響
額
は
。

 

５
割
減
が
１
８
７
世
帯

３
６
０
人
、
２
割
減
が
１
６
７

世
帯
３
３
０
人
。
影
響
額
は

16
万
６
６
１
２
円
で
す
。

平
成
29
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
が
決
定

し
た
が
、
１
０
０
台
を
ど
う
使
う

の
か
。

 

学
校
が
責
任
を
持
ち
、
小
中

学
校
で
の
連
携
、
有
効
的
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

 

Ｉ
Ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
創
出
支
援

事
業
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

 

地
方
公
共
団
体
・
大
学
・
ユ
ー

ザ
ー
企
業
か
ら
な
る
地
域
主
体
が

実
証
事
業
に
取
り
組
み
、
リ
フ
ァ

レ
ン
ス
モ
デ
ル
の
構
築
デ
ー
タ
利

活
用
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

 

３
月
に
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
一

部
の
土
地
購
入
予
算
が
議
決
さ
れ

て
い
る
が
、
土
地
賃
借
費
の
減
額

を
今
回
計
上
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

 

予
算
を
動
か
す
こ
と
は
年
度

当
初
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
土
地
売
買
に
つ
い
て
は
税
務

署
と
の
協
議
が
整
っ
た
こ
と
か
ら

６
月
１
日
に
契
約
で
き
ま
す
。

阿
左
美
健
司 

議
員

土
地
賃
借
に
つ
い
て
は
計
上
が

な
か
っ
た
。
決
ま
っ
た
こ
と
を
す

ぐ
に
や
る
こ
と
が
町
の
財
政
に

と
っ
て
必
要
で
あ
る
。
減
額
補

正
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
た
め

反
対
し
ま
す
。

  
反
対
し
ま
す

討論

５月臨時会では、専決処分の承認と一般会計補正予算についてを。６月議会では、有限
会社果樹公園あしがくぼの経営状況及び繰越明許費計算書について審議しました。



報 告
します

 （仮称）花咲山公園の整備事業

人が集う、花咲く美しい山へ整備進む
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平成29年５月臨時会・６月定例会
審議した議案とその結果

審
議
結
果

向
井
芳
文

黒
澤
克
久

阿
左
美
健
司

宮
原
み
さ
子

浅
見
裕
彦

新
井
鼓
次
郎

内
藤
純
夫

大
野
伸
恵

若
林
想
一
郎

関
根
　

修

小
泉
初
男

若
林
清
平

５月臨時会（町長提出議案）
専
決
処
分

専決処分の承認を求めることについて
（横瀬町税条例等の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
専決処分の承認を求めることについて
（横瀬町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

補
正平成29年度横瀬町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ × ※ ○

６月定例会（町長提出議案）
報
告
有限会社果樹公園あしがくぼの経営状況について 了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
平成28年度横瀬町一般会計繰越明許費繰越計算書について 了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○

賛成…○　
反対…×

※印は議長。議事進行を行う議長は賛否の表明はしません。
　賛否同数の場合のみ議長裁決として賛否表明し、その場合は「裁」と記載します。　賛否同数の場合のみ議長裁決として賛否表明し、その場合は「裁」と記載します。

若
林
清
平

　今回は、川東地区の町民グラウンド北側で進む、
（仮称）花咲山公園整備事業を取り上げます。この
山は、地元 13 区の住民の間では、昔から「開墾山」 
と呼ばれ親しまれていました。ここを町が県から
取得し、現在、公園として整備を進めています。
　この事業は、町長が今年度の施政方針の中で
掲げた平成29年度の重点施策の一つになってお
り、そこには「『人が集う、花咲く美しい山』を目
指し、大勢の方々に支援していただきながら、魅
力ある山づくり、公園整備に努める」とあります。
　予算措置は、平成27年度森林活用人材育成事
業（1,586万円）を活用し、森林人材育成を兼ねて、
重機による作業道設置や立木の伐採作業を行いま 
した。さらに平成28年度地方創生加速化交付金と
して、遊休土地活用再生事業（100%国の補助金
3,672万円）を使い、さまざまな花木の購入、散歩
道としてぴったりの遊歩道整備、さらに展望台など
のアート作品の制作などを行いました。なお、今現
在まで、町の予算からの持ち出しはありません。
　アート作品の制作は、武蔵野美術大学の学生た
ちと協力して行いました。学生たちも現地に来て、
花が咲いた様子をイメージしてもらい、ここにぴっ
たりの立派な見晴台、おしゃれな長椅子などを制
作し設置しました。標高約270メートルのそこか
らは、ゆったりと『よこぜ』を見下ろすことができ、
秩父連山はもちろんのこと、遠くは甲

こ ぶ し が た け
武信ヶ岳ま

でも望むことができます。
　学生たちも、自分たちの作品が横瀬町の皆さん
の憩の場の中心となれば、うれしいことでしょう。
現在、やまぼうし、こぶし、こでまり、やまぶき、れ
んぎょうなど、いろいろな花木を植樹したところで、
花を咲かせるまでの成長が待ち遠しいところです。
　議会でも何度か整備状況の視察や、ボランティ
アの皆さんと一緒に伐採した木々の搬出、植樹な
どにも参加してきました。
　今後は、あまりお金をかけずに、地元の皆さん
やボランティアの皆さん、協力してくれる企業､
事業所の皆さんと一緒になり、町長の掲げる『人
が集う、花咲く美しい山』を目指し、観光・産業
振興協会（（仮称）花咲山公園整備検討部会）と
協力して整備を進めていくとのことです。議会も
注目していきます。
　皆様のご理解・ご協力をお願い申し上げます。

アート作品「こやこやま」
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  阿
あ さ み

左美健
けん

司
じ

議員が聞く！

芝桜渋滞対策と高校通学費補助は
芝
桜
期
間
中
の
渋
滞
対
策
に
、

道
の
駅
に
入
る
た
め
の
左
折
レ
ー

ン
を
設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

建
設
課
長 

ス
ム
ー
ズ
な
Ｒ

２
９
９
の
運
行
は
秩
父
地
域
に
と
っ

て
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
、
渋
滞
対

策
の
調
査
、
検
証
を
県
に
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

混
雑
時
に
旧
芦
ヶ
久
保
小
学

校
の
校
庭
を
臨
時
駐
車
場
と
し
て

開
放
し
て
は
ど
う
か
。

ま
ち
経
営
課
長 
氷
柱
時
期
に

開
放
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
は
駐

車
場
と
し
て
も
活
用
し
た
い
。

高
校
生
の
通
学
費
（
電
車
・
バ

ス
）
の
補
助
に
つ
い
て
の
町
の
考

え
は
。ま

ち
経
営
課
長 

子
育
て
支
援

に
は
有
効
で
す
が
、
遠
く
の
学
校
へ

の
通
学
者
を
増
や
す
結
果
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

副
町
長 

諸
事
情
を
多
方
面
か

ら
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

町
長  

大
事
な
の
は
効
果
と
公

平
性
で
す
。
町
の
ポ
ケ
ッ
ト
は
限
ら

れ
て
お
り
、
金
額
に
対
し
て
効
果
が

ど
う
か
、
ど
れ
だ
け
喜
ば
れ
る
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
秩
父
高
校
、
秩
父

農
工
科
学
高
校
は
自
転
車
通
学
が

多
い
の
で
恩
恵
が
及
ば
ず
、
受
益
者

が
全
員
に
な
り
ま
せ
ん
。

一般質問とは、議員が政策提言も含めて町政全般に
ついて質問するものです。この議会だよりでは、議員
本人が執筆（要約）したものを載せています。

8人の議員が登壇８名が町に問う
一 般 質 問

未来に向けた町の取り組みは
　宮

みやはら

原みさ子
こ

議員が聞く！

横
瀬
町
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
に
つ
い
て
。

教
育
次
長
　

小
学
校
で
は
、
来

年
度
に
第
二
校
舎
の
大
規
模
改
修

工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
際
に

多
目
的
ト
イ
レ
設
置
と
と
も
に
快

適
な
ト
イ
レ
空
間
を
目
指
し
た
ト

イ
レ
改
修
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
学

校
の
体
育
館
は
、
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
早

く
洋
式
化
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
た
い
。

町
の
公
衆
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に

つ
い
て
。

振
興
課
長
　

町
に
設
置
さ
れ
て

い
る
公
衆
ト
イ
レ
は
19
カ
所
あ
り
、

洋
式
化
は
61
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
状
況
を
見
な
が
ら
、
和
式
ト

イ
レ
の
み
の
箇
所
か
ら
優
先
的
に
修

理
、
改
修
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃
活
動
に
つ

い
て
。振

興
課
長
　

公
衆
ト
イ
レ
は
、

地
元
の
要
望
で
設
置
し
、
清
掃
管
理

を
行
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
将
来
的
に
は
、
今
後
の
状

況
に
応
じ
て
適
切
な
方
法
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　大
おお

野
の

伸
のぶ

恵
え

議員が聞く！

横小改修工事…子どもたちの声を
30
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い
る

横
小
改
修
工
事
は
何
年
の
長
寿
命

を
考
え
て
い
る
か
。
児
童
数
、
教

室
数
の
概
算
は
。
ま
た
横
瀬
産
木

材
な
ど
の
木
質
化
は
可
能
か
。

　

改
修
に
つ
い
て
は
教
員
や
子
ど

も
た
ち
の
意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い

が
。

教
育
次
長
　

生
徒
数
は
町
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
等
に
よ
り
想
定
し
て

い
ま
す
。
教
室
に
つ
い
て
は
、
普
通

教
室
14
、
そ
の
他
特
別
教
室
等
で

す
。
木
質
化
に
つ
い
て
は
、健
康
面・

環
境
面
と
も
優
れ
て
い
る
と
の
報
告

も
あ
り
、
実
施
の
方
向
で
考
え
て
い

ま
す
。
改
修
に
つ
い
て
は
、
検
討
委

員
会
を
つ
く
り
検
討
し
ま
す
。

中
郷
に
農
産
物
直
売
所
の
建

設
が
始
ま
っ
た
。
周
辺
の
景
観
整

備
や
車
の
増
加
な
ど
に
よ
る
事
故

に
つ
い
て
町
と
し
て
の
か
か
わ
り

は
。町

長
　

町
の
商
業
エ
リ
ア
と
し

て
期
待
し
て
い
ま
す
。
魅
力
的
な
場

所
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
交
通
安
全
対
策
は
事
故
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
、
事
前
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　浅
あさ

見
み

裕
やすひこ

彦議員が聞く！

住民目線の行政を充実しましょう

　新
あら

井
い

鼓
こ

次
じ

郎
ろう

議員が聞く！

平
成
28
年
３
月
に 「
埼
玉
県
手

話
言
語
条
例
」 

が
制
定
さ
れ
た
。

今
年
３
月
末
ま
で
に
13
府
県
75
市

９
町
で
同
様
の
条
例
が
で
き
て
い

る
。
北
海
道
石
狩
市
で
は
、
こ
と

し
か
ら
道
立
高
校
で
「
手
話
語
」

の
授
業
が
始
ま
っ
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
も
が
社
会
の
一
員
と
し

て
お
互
い
を
尊
重
し
、
支
え
合
っ

て
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
す
「
共
生

社
会
」
を
推
し
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、 

役
場
の
窓
口
対
応
と
、

町
と
し
て
「
手
話
言
語
条
例
」
を

制
定
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
で
「
手
話
語
」

の
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か

伺
う
。健康

づ
く
り
課
長
　

窓
口
で
は
、

障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ
き
、

障
が
い
の
特
性
に
合
わ
せ
た
対
応

を
し
て
い
ま
す
。

　

手
話
言
語
条
例
は
、
県
条
例
に

基
づ
い
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
の

で
、
町
で
は
早
急
な
整
備
は
予
定
し

て
い
ま
せ
ん
。

教
育
長
　

小
学
校
で
は
、
放
課

後
教
育
で
既
に
行
っ
て
い
ま
す
。
中

学
校
で
は
、
福
祉
体
験
活
動
等
の

中
で
行
う
よ
う
考
え
ま
す
。

役
場
庁
舎
の
駐
車
場
は
、
混

雑
し
て
い
て
町
民
利
用
者
が
車
を

置
き
づ
ら
い
の
で
、
解
消
方
法
を

示
し
て
ほ
し
い
が
。

総
務
課
長
　

各
種
会
議
の
際

は
調
整
を
図
り
、
重
複
し
な
い
よ
う

に
努
め
る
と
と
も
に
、
来
庁
者
の
方

に
ご
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

老
朽
化
し
た
町
掲
示
板
は
訪

れ
た
人
に
ど
う
見
え
る
か
。
町
の

位
置
づ
け
と
、
更
新
す
る
考
え
が

あ
る
か
を
示
し
て
ほ
し
い
。

町
長　　

景
観
を
損

ね
て
い
る
か

実
態
を
把

握
し
て
か

ら
、区
長
会

等
の
意
見

を
聞
き
検

討
し
て
い

き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
広
域
化
に
伴

う
、
加
入
者
の
負
担
増
と
な
ら
な

い
よ
う
な
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
、
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。町長
　

公
平
性
に
留
意
し
、
激

変
緩
和
を
考
慮
し
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

横
小
第
２
校
舎
は
、
耐
力
度

調
査
の
結
果
が
良
好
で
補
助
金
が

得
ら
れ
ず
、
30
年
程
度
長
寿
命
化

を
図
る
大
規
模
改
修
と
な
っ
た
が
、

そ
の
仕
様
は
。

建
設
課
長
　

安
全
性
、
老
朽

化
対
策
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
盛
り
込

み
、
屋
根
、
外
壁
、
給
水
、
消
火
栓
、

ト
イ
レ
の
改
修
、
教
室
等
の
木
質

化
、屋
外
非
常
階
段
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
を
設
計
し
ま
す
。

平
成
27
年
9
月
の
答
弁
で
は
、

老
朽
化
が
著
し
く
改
修
は
考
え
な

い
と
明
言
し
て
い
る
が
。

教
育
長
　

調
査
結
果
が
想
定

外
に
良
好
な
た
め
、
国
庫
補
助
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
調
査
が

遅
れ
て
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

教
員
の
長
時
間
労
働
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
。
勤
務
状
況
、
在

校
時
間
は
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ

て
い
る
か
。

教
育
長
　

教
職
員
の
在
校
実

態
調
査
は
実
施
し
て
お
り
、
通
常
は

管
理
職
が
把
握
し
て
い
ま
す
。
月

80
時
間
を
超
え
る
職
員
に
は
、
改

善
面
接
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
、
サ
タ
デ
ー
ス
タ
デ
ィ
に

　

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

　内
ないとう

藤純
すみ

夫
お

議員が聞く！

横小第２校舎は大規模改修で…

聴覚障がい者への対応と手話言語条例



防災ハザードマップ…河川の浸水想定区域や土砂災害警戒区域など、災害が起こる危険性が

ある箇所を地図に表示し、災害が発生した際に町民の皆さんが円滑に
避難することを目的に作成したマップ。

　黒
くろさわ

澤克
かつひさ

久議員が聞く！
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防災行政は総合行政

福祉センターに隣接されている
防災倉庫

避
難
所
の
現
状
認
識
、
集
落

セ
ン
タ
ー
、
公
会
堂
の
扱
い
に
つ

い
て
。総

務
課
長
　

指
定
緊
急
避
難

場
所
・
指
定
避
難
所
を
平
成
29
年

３
月
９
日
に
新
た
に
指
定
、
３
月
13

日
に
告
示
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
広
報
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
た
な
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ

を
作
製
予
定
な
の
で
、
周

知
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

集
落
セ
ン
タ
ー
、
公
会
堂
の
補

修
工
事
へ
の
補
助
金
等
は
、
現
段
階

で
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

防
災
行
政
は
総
合
行
政
だ
と

思
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
。

町
長
　

そ
の
と
お
り
で
す
。
役

場
だ
け
が
動
い
て
も
だ
め
で
、
町
民

の
方
に
も
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
、

進
め
て
い
き
た
い
。
今
年
度
は
全
町

対
象
の
防
災
訓
練
を
実
施
予
定
し

て
い
ま
す
。

　向
むか

井
い

芳
よしふみ

文議員が聞く！

２
０
２
５
年
に
は
、
町
民
の
3

人
に
1
人
が
65
歳
以
上
、
5
人
に

1
人
が
75
歳
以
上
と
い
う
「
超
高

齢
化
社
会
」
を
迎
え
る
と
試
算
さ

れ
て
い
る
。
病
床
数
不
足
や
介
護
施

設
不
足
の
懸
念
、
ま
た
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
に
も
予
防
医
学
や
在

宅
介
護
が
重
要
だ
が
、
高
齢
者
福

祉
の
観
点
か
ら
ど
う
か
。

健
康
づ
く
り
課
長
　

関
係
各

所
が
連
携
を
し
た
「
地
域
で
支
え

合
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

支
え
と
な
る
若
者
の
定
住
促

進
や
人
材
育
成
が
重
要
だ
が
、
次

世
代
育
成
支
援
の
観
点
で
ど
う
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　

子
ど
も
た

ち
が
地
域
の
中
で
、
人
々
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、
お
互
い
を
思
い
や

り
支
え
合
う
意
識
の
醸
成
が
で
き

る
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
経
営
課
長
　

各
種
助
成

を
す
る
こ
と
で
、
若
者
の
定
住
促
進
、

移
住
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
全
て
に
お
い
て
、
地
域

の
絆
が
最
重
要
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
充
実
の
観
点
か
ら
は
ど
う
か
。

教
育
長
　

人
は
一
生
学
び
続
け

る
べ
き
で
す
が
、
特
に
幼
児
教
育
は

一
生
に
か
か
わ
る
重
要
な
も
の
で
あ

り
、
そ
の
充
実
の
た
め
に
、
関
係
各

所
連
携
を
し
て
努
め
て
い
き
ま
す
。

議
会
傍
聴
を
し
て

農
業
委
員
会 

会
長　

富
田
祐
次

　

農
業
委
員
は
昨
年
４
月
の
法
改
正
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
経
て
町
長
よ
り
辞
令
を
受
け
、

農
地
を
守
り
農
業
と
町
の
発
展
の
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
会
議
の
充
実
を
図
る
た
め
、
委
員
全

員
で
議
事
進
行
の
参
考
と
な
る
議
会
の
傍
聴
を

行
い
ま
し
た
。
議
場
で
は
、
厳
粛
な
中
で
議
員

の
皆
さ
ん
が
大
変
熱
心
に
町
政
に
対
し
取
り
組

ん
で
い
る
姿
を
拝
見
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
も
今
後

は
、議
場
を
お
借
り
し
て

審
議
を
行
う
予
定
で
す
。

委
員
に
は
熱
心
に
活
動

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、町
内
で
の
存
在
感

が
あ
ま
り
な
い
の
も
事

実
だ
と
思
い
ま
す
。町
民

の
皆
様
に
農
地
や
農
業

に
も
っ
と
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
よ
う
頑
張
ら

な
く
て
は
と
、傍
聴
し
て

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

超高齢化社会、到来

６月定例会を傍聴
された農業委員会
会長から、ご意見・
ご感想をいただき
ました。

傍聴ナビ

傍聴された農業委員のみなさん
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次の定例会は
９月上旬開会予定

平成28年度決算を中心に審議します。
　　　傍聴、お待ちしています！

今回の定例会は、５月に臨時会があったため
か、報告のみで議決がゼロ、ない、という大
変珍しい議会でした。しかし、議員からの一
般質問は議員12人のうち８人、質問内容も
執行部が答弁に困る場面が多々 あり、緊張感
のある議会でした。そのような議会中の雰囲
気が少しでも、町民の皆様に伝わる紙面づく
りをしたいと思います。感想などお聞かせい
ただけるとありがたいです。今回から
議会だより編集委員に仲間入りした
新米編集委員でした。（Ａ・Ｋ）

　　 表紙 “クイズdeぎかい”
　　 こたえは

「傍
ぼ う ち ょ う し ん せ い

聴申請」です
傍聴を希望される方には、この用紙にご記
入・ご投函ののち、議場にお入りいただい
ております。ご記入・ご投函いただければ
誰でも傍聴できますので、ぜひ傍聴にいら
してくださいね。
もちろん予約はいりません。

編集を終えて

ぜひ、傍聴にお越しください

議会だより 新編集委員会のご案内
　当議会だより編集委員会のメンバーが変わりました。前
期から６年間、ここ４年間におかれましては編集委員長を
務められました新井鼓次郎議員と、委員として２年間務め
られました黒澤克久議員が勇退されました。そして、新た
に阿左美健司議員が入会されました。
　今後も、より見やすくわかりやすく、町民の皆様の立場
に立っての編集を心がけてまいりますので、ご指導ご鞭撻
をよろしくお願い申し上げます。　編集委員長　向井芳文

動く議会！
武甲山植樹“100年先”を見据えて
　６月27日（火）武甲鉱業株式会社が毎年実施する植
樹作業に参加しました。
　今回は、標高940メートル付近のベンチカットされた部
分への植樹です。樹木はカラマツ・山ハンノキ・フサザク
ラなどで、水分補給の保水材を入れての植えつけでした。
約８割程度の活着率で、30年ほど前に植えた木の実

みしょう
生も

育っているそうです。
　「採掘された石灰石は社会に役立つものですが、緑を消
すことにもなります。少
しでも元の姿に近づけ
ることも我々の仕事で
あり役割だと考えます」
との社長の言葉に心強
く思いました。

ガンバります！ 読んで
くださいね（宮原）

読んでいただけるよう
に努めます（浅見）

委員長として一生懸
命ガンバります（向井） みなさん読んでくれる

といいなぁ（阿左美）

引き続き、お世話に
なります（大野）

100年先を見据えての植樹に参加

埼玉県議会に関する情報番組
「こんにちは県議会です」（日曜日・午前10時～）

テレビ埼玉にて放送中！


